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日
印
原
子
力
協
定
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
実
効
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

安
倍
総
理
と
イ
ン
ド
の
モ
デ
ィ
首
相
は
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
に
東
京
で
「
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協

力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
」
（
「
本
協
定
」
と
い
う
。
）
に
署
名
し
た
。

署
名
後
、
安
倍
総
理
は
、
本
日
、
本
協
定
の
署
名
は
、
大
変
喜
ば
し
い
、
今
後
原
子
力
協
力
を
進
め
て
い
く
上
で
、
核
実
験

の
一
方
的
か
つ
自
発
的
な
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
関
す
る
イ
ン
ド
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
前
提
で
あ
り
、
こ
れ
が
維
持
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
評
価
す
る
、
と
の
旨
の
発
言
を
行
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
協
定
お
よ
び
「
見
解
及
び
了
解
に
関
す
る
公
文
」
（
「
本
公
文
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
が

核
実
験
を
行
わ
な
い
旨
の
み
な
ら
ず
、
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
継
続
す
る
と
い
う
旨
の
明
確
な
表
現
は
な
い
。
例
え
ば
、
日

本
ヨ
ル
ダ
ン
の
間
の
原
子
力
協
定
で
は
、
「
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
又
は
日
本
国
が
核
爆
発
装
置
を
爆
発
さ
せ
る
場

合
」
の
対
処
が
協
定
の
条
文
に
明
示
さ
れ
、
ヨ
ル
ダ
ン
と
当
時
の
日
本
政
府
の
強
い
政
治
意
思
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

本
協
定
に
お
い
て
は
、
核
実
験
の
一
方
的
か
つ
自
発
的
な
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
関
す
る
イ
ン
ド
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
前
提
で
あ

る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
担
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
協
定
が
複
雑
極
ま
り
な
い
表
現
を
用
い
て
い
る
の
で
、
国
民
は
イ
ン

ド
の
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
さ
れ
る
と
い
う
確
証
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一



こ
れ
に
つ
い
て
は
、
野
上
官
房
副
長
官
が
「
イ
ン
ド
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
に
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
継
続
、
軍
民
分
離

の
実
施
、
厳
格
な
輸
出
管
理
を
含
む
「
約
束
と
行
動
」
と
呼
ば
れ
る
政
策
を
表
明
し
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
を
進
め
る
固
い

決
意
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
」
と
記
者
に
口
頭
で
説
明
し
た
に
過
ぎ
ず
、
全
く
明
確
さ
に
欠
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
協
定
及
び
本
公
文
に
は
、
例
え
ば
ヨ
ル
ダ
ン
と
日
本
の
原
子
力
協
定
の
よ
う
な
、
核
実
験
の
禁
止
あ
る
い
は
停
止
を
義

務
付
け
る
「
核
爆
発
装
置
を
爆
発
さ
せ
る
場
合
」
の
対
処
等
が
明
確
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
認
識
で
良
い
か
。

二

本
協
定
及
び
本
公
文
に
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
義
務
が
書
き
込
ま
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

核
実
験
の
実
施
を
含
む
核
兵
器
の
運
用
は
、
国
家
の
主
権
の
行
使
に
か
か
わ
る
国
家
の
根
幹
の
政
策
で
あ
り
、
今
後
も
核

兵
器
の
運
用
の
意
図
の
な
い
ヨ
ル
ダ
ン
と
は
異
な
り
、
イ
ン
ド
は
国
家
の
安
全
保
障
政
策
と
し
て
核
兵
器
を
実
際
に
運
用
す

る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
保
守
、
開
発
の
た
め
に
は
核
実
験
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
イ
ン
ド
の
国
家
意
思
が
他
国

と
の
取
極
め
に
よ
り
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
本
協
定
及
び
本
公
文
に
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
義
務
を
書
き
込

ま
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

本
公
文
で
い
う
「
九
月
五
日
の
声
明
」
の
原
文
あ
る
い
は
日
本
語
訳
は
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
さ
れ
て
い
る

二



か
。
ま
た
そ
の
日
本
政
府
の
公
式
の
日
本
語
版
は
存
在
す
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

本
公
文
で
い
う
「
九
月
五
日
の
声
明
」
の
原
文
の
み
な
ら
ず
日
本
語
訳
も
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
本
公
文
を
読
ん
で
も
国
民
は
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
意
味
が
分
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、
本
公
文
の
「
日
本
側
代
表

団
の
代
表
は
、
当
時
の
イ
ン
ド
共
和
国
外
務
大
臣
プ
ラ
ナ
ー
ブ
・
ム
カ
ジ
ー
氏
が
二
千
八
年
九
月
五
日
に
行
っ
た
声
明
（
以

下
「
九
月
五
日
の
声
明
」
と
い
う
。
）
が
協
定
の
下
で
の
両
国
間
の
協
力
の
不
可
欠
の
基
礎
を
成
す
旨
述
べ
た
」
あ
る
い
は

「
日
本
側
代
表
団
の
代
表
は
、
九
月
五
日
の
声
明
に
違
反
す
る
イ
ン
ド
の
行
動
は
通
常
の
状
況
か
ら
の
深
刻
な
逸
脱
と
み
な

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
旨
述
べ
た
」
と
い
う
文
章
だ
け
を
読
ん
で
も
何
を
意
図
す
る
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
。
外
務
省
が
「
九

月
五
日
の
声
明
」
の
原
文
及
び
日
本
語
訳
を
本
協
定
に
附
属
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

本
公
文
で
い
う
「
九
月
五
日
の
声
明
」
の
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
関
す
る
日
本
語
訳
は
、
「
我
々
は
、
自
発
的
で
一
方

的
な
核
実
験
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
継
続
す
る
。
我
々
は
、
核
兵
器
競
争
を
含
む
い
か
な
る
軍
備
競
争
に
も
加
わ
ら
な
い
。

我
々
は
つ
ね
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
責
任
を
認
識
し
つ
つ
戦
略
上
の
自
主
性
を
堅
持
し
て
き
た
。
我
々
は
核
兵
器
を
先
制
使
用

し
な
い
と
い
う
政
策
を
確
認
す
る
」
で
良
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

右
の
文
が
「
九
月
五
日
の
声
明
」
の
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
部
分
と
す
れ
ば
、
「
自
発
的
で
一
方
的
な
核
実
験
の
モ
ラ

三



ト
リ
ア
ム
を
継
続
す
る
」
と
し
つ
つ
も
「
我
々
は
つ
ね
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
責
任
を
認
識
し
つ
つ
戦
略
上
の
自
主
性
を
堅
持

し
て
き
た
。
我
々
は
核
兵
器
を
先
制
使
用
し
な
い
と
い
う
政
策
を
確
認
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
「
戦
略
上
の
自
主
性
を
堅

持
」
す
る
た
め
、
他
国
と
の
取
極
め
で
そ
の
自
主
性
を
損
な
う
こ
と
は
な
い
と
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
そ
の
た

め
に
、
本
協
定
及
び
本
公
文
に
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
義
務
を
書
き
込
ま
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

八

「
九
月
五
日
の
声
明
」
で
「
我
々
は
核
兵
器
を
先
制
使
用
し
な
い
と
い
う
政
策
を
確
認
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
反
撃
と
し
て
の
核
戦
力
の
保
持
を
意
味
す
る
。
核
戦
力
が
実
際
に
使
用
で
き
る
た
め
に
は
、
核
兵
器
も
一
つ
の
兵
器
で
あ

る
か
ら
当
然
老
朽
化
す
る
し
、
そ
の
保
守
と
技
術
革
新
に
伴
う
性
能
向
上
の
た
め
に
は
、
実
験
、
開
発
を
繰
り
返
す
必
要
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
「
九
月
五
日
の
声
明
」
で
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
の
時
点
で
「
自
発
的
で
一
方
的
な
核
実
験
の
モ
ラ
ト

リ
ア
ム
を
継
続
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
将
来
的
に
も
永
続
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
イ
ン
ド
が
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
継
続
し
続
け
る
と
考
え
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

九

「
九
月
五
日
の
声
明
」
で
い
う
「
自
発
的
で
一
方
的
な
核
実
験
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
規
模

四



の
核
実
験
を
い
う
の
か
。
大
規
模
な
核
爆
発
を
と
も
な
う
核
実
験
を
行
わ
な
い
と
し
て
も
、
臨
界
前
核
実
験
は
含
ま
れ
る
の

か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十

イ
ン
ド
の
行
っ
た
一
九
九
八
年
の
五
回
の
核
実
験
の
う
ち
、
三
回
は
五
月
十
一
日
に
同
時
に
実
施
さ
れ
、
実
験
で
発
生
し

た
振
動
は
各
国
の
地
震
計
で
検
出
さ
れ
た
。
他
方
、
残
り
二
回
の
実
験
は
五
月
十
三
日
に
実
施
さ
れ
た
が
、
爆
発
の
規
模
が

小
さ
か
っ
た
た
め
、
各
国
の
地
震
計
で
も
振
動
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
イ
ン
ド
は
大
規
模
な
核
実
験
は
行
わ
な
い

と
し
て
も
、
感
知
で
き
な
い
小
規
模
な
核
実
験
を
行
い
実
験
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
行
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
本
協
定
の
前

提
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
ド
の
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
継
続
が
前
提
で
あ
る
。
本
協
定
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た

め
に
、
イ
ン
ド
が
核
実
験
を
行
わ
な
い
た
め
の
監
視
制
度
等
は
存
在
す
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十
一

二
〇
一
二
年
、
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
傘
下
の
国
家
核
安
全
保
障
局
は
、
核
兵
器
の
性
能
を
調
べ
る
た
め
の
新
型
の
核
実
験

を
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
サ
ン
デ
ィ
ア
国
立
研
究
所
で
実
施
し
た
と
の
報
道
が
あ
る
。
こ
の
実
験
は
、
強
力
な
エ
ッ
ク
ス
線

を
発
生
さ
せ
て
超
高
温
、
超
高
圧
の
核
爆
発
に
近
い
状
況
を
再
現
し
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
反
応
を
確
認
す
る
も
の
で
、
国
家

核
安
全
保
障
局
は
「
地
下
核
実
験
を
せ
ず
に
、
保
有
す
る
核
兵
器
の
安
全
性
や
有
効
性
を
確
か
め
る
手
段
」
と
位
置
付
け
、

ア
メ
リ
カ
は
一
九
九
三
年
以
後
、
核
爆
発
を
と
も
な
う
核
実
験
を
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
の
主
流
に
な
る
新
型
の
核
実
験
が

五



イ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
継
続
し
て
い
る
と
見
な
す
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


